啓蒙時代の音楽理論 : ジャン＝アダン・セー ル著『和声の諸原理に関する試論』（1753） by 関本 菜穂子











学 位 の 種 類 博 士 （音楽学） 
学 位 記 番 号 博  音  第  161 号 




（論文審査主査） 東京芸術大学 教 授 （音楽学部） 片 山 千佳子 
（論文審査副査）    〃  〃 （  〃  ） 舩 山   隆 
（ 〃 ）    〃  〃 （  〃  ） 土 田 英三郎 

















































の音楽理論書『和声の諸原理に関する理論 Essais sur les principles de l’harmonie』（以下、『和声
の諸原理』1753）を中心に、『百科全書』（1751－）が刊行された啓蒙主義時代特有の様々な議論のただ
なかにおいて、セールの理論の独自性を明らかにしようと試みた力作である。 
 本論文の学術上の意義は、従来あまり注目されることのなかったセールの『和声の諸原理』における
言説を多数の第一次資料との関係において読み解き、そこでの音楽理論上の議論が、同時代人のブラン
ヴィルやラモー、およびオイラー、ダランベール、ルソーなどと問題意識を共有しており、相互に深く
影響し合っていたことを具体的に裏付けた点にある。申請者が渉猟した第一次文献は広範囲にわたり、
18世紀フランスにおける音楽理論がいかにフィロゾーフたちの活発な、また時として辛辣な議論のなか
で形成されていったかを具体的に示すことに成功している。 
 セールの理論の独自性は、数比や自然倍音列からは根拠づけられない短調の起源について、ブランヴ
ィル、ラモー、オイラーが提唱した短調の生成方法を検討した上で、「比の原理」、「共鳴の原理」「想起
の原理」といった複数の原理によって短調の起源を説明した点にある。ただし申請者は、これらの原理
について、必ずしも充分な定義を与えないままで論述を進めている。また、セール特有の「二重根音バ
ス理論」は、ラモーの「音響体corps sonore」理論では基礎付けが不可能な不協和音について、各和音
に２つの根音バスを設定するものである。しかし申請者は、ラモーの「想定のバスbasse par supposition」
の方がより音楽的な発想と言えることには触れていない。 
 本論文の弱点をあえて挙げれば、啓蒙主義思想について踏み込んだ考察を行なっていないこと、リー
マン流の和声二元論との結びつけ方が性急であること、仏文の和訳の文意が時として伝わらないことで
ある。しかし本研究は、博士論文としての水準は高く、今後の発展が期待できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
